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【科目】新素材工学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科（材料コース）・5 年次
【担当教員】

小島 昭

【授業目標・教育方針】
新素材の開発経緯と、新材料および新素材の［構造－性質－製法］の三者関係を理解する。

【授業概要】
物質を単なる物質としてではなく、人間との関わりのもとでとらえ、それぞれがもつ固有の性質を解析し、その応用
や用途を考える能力を把握する。教育　内容は、より具体的な材料を実例とし、何故そのような性質があらわれるの
か、その構造は、つくり方は、などを考えさせる。それらのことから次世代の新素材をつくり出す能力が身につく。
１．材料の性質と情報を得る方法　　　２．材料の強さと破壊の科学　　　３．高分子材料の極限を探る加工技術　
　　４．スーパー繊維　　　５．電気を流す有機物　　　６．珪石器時代の立役者（シリコン）　　　７．アモルファ
ス金属（自然界にはない金属）　　　８．ジェットエンジン用超合金をのぞく　　　９．窓ガラスから光ファイバーま
で　　１０．電子セラミックスの話　　１１．帆船から宇宙船へ　　１２．ニューカーボン

【教科書・教材・参考書 等】
入戸野修編「材料科学への招待」培風館

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（座学で実施）

【成績評価方法】
［後期］中間試験：45%，期末試験：45%，レポート：10%，その他：定期試験、およびレポートを総合的に評価する。

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

(g) 自主的，継続的に学習できる能力

【授業計画】（授業名：新素材工学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 材料の性質 (1) 原子の構造 (2) 原子の結合力 (3) 固体の凝集エネル
ギと結晶

第 2 回 材料の性質 (4) 固体の状態と性質 (5) これからの材料研究
第 3 回 材料の分析 (1) モノを見るには (2) 分析法 (3) 走査型電子顕微鏡 (4)

透過型電子顕微
レポート

第 4 回 材料の強さ (1) 破壊、破損現象と破壊科学 (2) 理論強度とグリフィ
ス理論 (3) 線形破壊力学

第 5 回 高分子の極限加工 (1) 高分子材料の特徴 (2) 高分子超微粒子 (3) 超多層
フィルム

第 6 回 スーパー繊維 (1) 超極細繊維 (2) 高機能性繊維
第 7 回 電気を流す有機物 (1) 炭素の同素体の電気伝導 (2) σ結合とπ結合 (3) 固

体のエネルギバンド (4) 電気を流す有機物
レポート

第 8 回 シリコン (1) 半導体の特徴 (2) 結晶構造 (3) キャリア濃度 (4) ＩＣ
(5) ＬＳＩ

第 9 回 アモルファス金属 (1) どんなもの (2) 作り方 (3) 機械的性質 (4) 磁気的性質
(5) 化学的性質 (6) これからの用途

第 10 回 ジェット用超合金 (1) 高温金属 (2) スーパーアロイ
第 11 回 窓ガラスから光ファイバー (1) ガラスの透明度 (2) ガラスの作成 (3) 光ファイバー

の機械的強度
第 12 回 電子セラミックス (1) セラミクス誘導体 (2) 圧電セラミクス (3) サーミス

タ
レポート

第 13 回 帆船から宇宙船へ（複合材料） (1) 歴史 (2) 構成 (3) 強化繊維 (4) 複合則
第 14 回 ニューカーボン (1) 歴史 (2) 構造 (3) 性質 (4) 炭素繊維
第 15 回 ニューカーボン (5) フラーレン (6) カーボンナノチューブ レポート
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